
石川県農林水産研究成果集報 第 27号（2025）                            

 

農林総合研究センター（畜産試験場） 

 

遠隔監視カメラを活用した新たな養豚の  

飼養管理技術の確立（第 1 報）  
 

１  背景・目的  

近年、畜産業では労働力不足や感染症 リスクに対応するため、 IoT※な

どの活用が進められている。  

   現在では、離れた場所から、家畜飼養管理のための監視や遠隔操作で

きるような技術も開発されている。  

そこで、それら技術が、労働力不足や感染症対策に対応できるか検討

する。  
   ※ I oT： 電化製品など、様々な「 モノ」 をインターネットと繋 ぐ技術  

 

２  技術のポイント  

(1 )  畜舎内に設置した監視カメラにより、24 時間映像を記録し続けること

が可能であり、また、どこにいても手持ちのデバイスで豚の行動を確認

することができる（図 ） 。  

(2 )  記録された映像から、分娩や発情の兆候を認識することができる。  

(3 )  通信環境が悪い場所でも、24 時間、映像の伝送が可能である。  
 

 

 
 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  成果の活用と残された問題点  

得られた映像から、分娩や発情の兆候を自動で検知 し、その情報を飼

養管理者に自動で通知する方法を検討している。  

 
問合先：資源安全部  TEL 0767-28-2284  

担当者：宮野  大輝  

図：遠隔監視カメラ映像  

分娩開始直後  (ライブ映像 )  

利点 ：分娩状況がわかり、迅速な対応に繋がる  

画質 ：約 35 万画素  

（ アナログテレビや初期の DVD の画質に相当 ）  

1 秒間の画像枚数 ：最大 30  枚 /秒  

     （ 通 常のテレビ番組程度の滑 らかさ）  

子豚 と母豚の状況  (ライブ映像 )  

利点 ：事故の有無がわかり、迅速な対応に繋がる  

画質 ：約 35 万画素  

1 秒間の画像枚数 ：最大 30  枚 /秒  

 

娩出直後の子豚  


